










 

序 論 

 人間と機械の境界面であるマン・マシン・インターフェースは,人間と機械の調和の問題

を具体的に解決する部分であり,システムの高度化に伴い,益々その重要性を増している。

一方,音声は人間に適した,自然で容易な情報伝達手段であり,マン・マシン・インターフェ

ースにおける入出力方式として注目を浴びている。 

 人間同士の情報交換(コミュニケーション)においては,音声と動作が同期し,この音声一

体動同期現象が円滑な情報交換に重要な役割を果している。本研究においては,成長後の会

話の原始的形態である,出生後まもない新生児と母親との情報交換を研究対象に選定し,コ

ミュニケーションにおける音声一体動同期現象のメカニズムを解明するとともに,それを

マン・マシン・インターフェースに応用し,人間と機械との円滑な情報交換を図ることを目

的としている。 

 本研究では,既に第 1 年度において,コンピュータ画像分析の手法を導入し,音声一体動

同期現象を客観的に定量化する分析手法を確立した。その分析の結果,新生児が母親の呼び

かけを識別し,四肢を同期的に動かすことが明らかになった。 

 第 2 年度においては,上記の分析手法を用いて,成人同士の会話における音声一体動同期

現象を分析・評価するとともに,母子間コミュニケーションにおける音声一体動同期現象の

分析結果との比較など,コミュニケーションにおける音声と動作の同期を現象論的に解明

した。 

 本年度においては,前年度までの音声一体動同期現象の分析結果を基にして,システム論

的にコミュニケーションモデルを構築し,コミュニケーションにおける音声一体動同期現

象の基本的メカニズムを明らかにしている。更に,理論の実際的応用の一例として,上記の

モデルをマン・マシン・インターフェースに適用し,人間と情報機械との円滑な情報伝達を

図ることを目的とした,音声応答システムを開発し,理論の妥当性を裏付けている。 


